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２
年
度
予
算
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
予
算

討  
論

反　
対

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
政
府
が
推
進
し

て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
に
向
け
た
環
境
整
備
が
行

わ
れ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
比
べ
カ
ー

ド
の
普
及
は
進
む
か
も
し
れ
な
い
が
、

大
き
な
違
和
感
を
感
じ
る
の
は
、
カ
ー

ド
を
普
及
す
る
た
め
に
政
府
が
進
め
て

い
る
、
消
費
活
性
化
策
「
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
で
あ
る
。
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
る
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
利
用
す
る
こ
と
で
上
限
５
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
配
る
、
と
い
う
制
度
で
あ

る
が
、
情
報
漏
洩
の
危
険
回
避
と
国
民

が
享
受
で
き
る
利
益
の
明
確
化
と
い
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
積
み
残
し
て
い

る
テ
ー
マ
を
棚
上
げ
に
し
て
、
単
に
経

済
的
に
得
、
と
い
う
こ
と
で
カ
ー
ド
を

普
及
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
政
府
が
主

導
す
る
政
策
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と

考
え
る
。
消
費
活
性
化
策
は
、
生
活
保

障
の
た
め
、
所
得
の
低
い
方
々
や
子
育

て
世
代
な
ど
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
、

反
対
す
る
。

賛　
成

　
市
長
が
掲
げ
る
令
和
２
年
度
の
三
大

事
業
の
一
つ
目
、
医
療
体
制
の
整
備
と

健
康
増
進
、
二
つ
目
の
セ
メ
ン
ト
跡
地

を
中
心
と
し
た
道
路
網
お
よ
び
そ
の
周

辺
の
整
備
、
三
つ
目
の
秩
父
の
自
然
を

活
か
し
た
産
業
振
興
・
先
端
技
術
の
活

用
等
、
財
源
確
保
の
厳
し
い
中
、
歳
入

歳
出
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算

と
な
っ
て
い
る
。

　
財
政
の
厳
し
い
中
で
も
今
ま
で
の
事

業
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、
様
々
な
課
題

を
創
意
工
夫
で
解
決
し
、
一
歩
一
歩
前

へ
前
へ
確
実
に
、
日
本
一
、
幸
せ
な
秩

父
市
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
市
長
が

掲
げ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
実
現
す
る
予
算

に
期
待
を
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

反　
対

　
本
予
算
は
令
和
元
年
10
月
に
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
消
費
税
が
使
用
料
等

へ
と
転
嫁
さ
れ
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
消
費
税
は
、
低
所
得
者
層
へ

の
負
担
が
よ
り
重
く
な
る
逆
進
性
を

も
っ
た
税
で
あ
り
、
こ
の
間
広
が
り
続

け
て
き
た
貧
困
や
格
差
を
さ
ら
に
助
長

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
税

は
、
応
能
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
高

所
得
者
に
は
高
い
負
担
、
低
所
得
者
に

は
低
い
負
担
を
課
す
と
い
う
、
負
担
公

平
原
則
に
立
ち
返
る
べ
き
で
あ
る
。
同

時
に
、
一
般
会
計
に
お
い
て
使
用
料
等

に
係
る
消
費
税
の
納
税
義
務
者
で
な
い

自
治
体
に
あ
っ
て
は
、
納
め
る
こ
と
の

な
い
消
費
税
分
は
徴
収
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
時
、
ま
ず
は
市
民
が
求
め

る
課
題
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
う
具
体

化
さ
せ
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
秩
父

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
定
め
ら
れ

た
市
民
参
画
の
中
で
、
そ
の
方
向
性
を

見
い
出
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
、
本

予
算
は
不
十
分
だ
と
考
え
、
反
対
す
る
。

新
年
度
予
算
以
外
の
主
な
議
案
に

対
す
る
質
疑
・
討
論

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨　
公
共
下
水
事
業
の
健
全
な
経
営

に
当
た
り
、
使
用
料
の
適
正
化
を
図
る
。

問　
利
用
者
へ
の
説
明
や
声
の
聴
取
が

さ
れ
た
の
か
、
ま
た
さ
れ
た
と
す
れ
ば

そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

答　
市
報
を
通
じ
て
令
和
元
年
の
７
月

か
ら
「
げ
す
い
ど
う
通
信
」
と
い
う
特

集
を
組
ん
で
市
の
下
水
道
の
経
営
状
況

な
ど
を
周
知
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、

審
議
会
の
答
申
審
議
と
並
行
し
て
住
民

説
明
会
を
行
う
と
の
周
知
も
し
、
10
月

に
下
水
道
区
域
の
方
々
へ
、
原
谷
公
民

館
、
影
森
公
民
館
、
歴
史
文
化
伝
承
館

の
３
か
所
で
説
明
会
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
併
せ
て

行
い
、
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
い

た
だ
い
た
意
見
は
、
概
ね
「
使
用
料
の

改
定
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
値

上
げ
は
必
要
最
小
限
と
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

討  

論
賛　
成

　
下
水
道
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
汚
水

処
理
事
業
は
、
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え

る
重
要
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
料

金
の
改
定
は
可
能
な
限
り
回
避
す
べ
き

と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
持
続
可
能

な
運
営
の
た
め
に
は
、
事
業
規
模
の
積

極
的
な
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
と
と
も
に
、

料
金
の
改
定
も
検
討
の
対
象
と
す
る
こ

と
は
止
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

　
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
へ
の

移
行
後
、
市
と
し
て
も
安
定
的
な
経
営

へ
の
危
機
感
を
持
ち
、
市
民
の
皆
様
の

理
解
を
進
め
る
べ
く
、
市
報
を
通
じ
た

広
報
や
、
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
努
力
を
し
て

き
た
と
考
え
る
。

　
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
は
、
住
民
の
皆
様
の
理

解
な
く
し
て
な
し
得
な
い
。
今
後
も
理

解
の
醸
成
を
進
め
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
、

下
水
道
事
業
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
沿
っ
た
取
組
み
等
に
よ
り
、
市

民
負
担
を
極
力
増
や
さ
な
い
努
力
を
続

け
る
こ
と
を
願
い
、
市
民
の
皆
様
の
生

活
を
支
え
る
汚
水
処
理
事
業
の
安
定
的

な
運
営
の
た
め
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

１
月
７
日
、
２
月
７
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、「
政
治
倫
理
条
例
の
改
正
」、

「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
進
捗
」、「
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
」
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

●
政
治
倫
理
条
例
の
改
正

　

前
回
12
月
議
会
で
も
報
告
し
た
が
、

そ
の
後
も
協
議
を
重
ね
、
議
員
倫
理
の

さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
文

言
整
理
等
、
所
要
の
改
正
を
行
い
、
議

員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
す
る
運
び
と

な
っ
た
。

●
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
進
捗

　
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
る

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進
し
て
い
る
中

で
、
各
議
員
に
会
議
録
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し

て
い
る
が
、
会
議
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
作
成
に
経

費
も
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
作
成
を
や

め
た
ら
ど
う
か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
２
年
度
か
ら
Ｃ
Ｄ
作
成
を

廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

　
「
議
会
関
係
以
外
で
、
当
局
か
ら
配

布
さ
れ
る
計
画
書
や
資
料
等
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
掲
載
で
き
な
い
か
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
協
議
し
た
結
果
、

２
年
度
か
ら
資
料
等
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
掲
載
に
つ
い
て
は
、
当
局
の
判
断
に

よ
る
も
の
と
し
、
事
務
局
か
ら
当
局
に

要
請
し
て
も
ら
う
、
と
の
こ
と
に
決
し

た
。

会派ごとの賛否
清
流
９
人

サ
ン
３
人

共
産
２
人

公
明
２
人

無会派

議案、請願の件名 議決結果 清
野
金
崎

条
例

市長政治倫理条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の
一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償
等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○

印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市営バス条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院等の医師を目指す医学生等に対する奨学
金の貸付けに関する条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

公設地方卸売市場条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

荒川巡礼通りふれあいセンター条例を廃止する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
元
年
度
補
正
予
算

一般会計補正予算（第７回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ × ○ × ×

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業集落排水事業特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第３回）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院事業会計補正予算（第２回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道事業会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派ごとの賛否
清
流
９
人

サ
ン
３
人

共
産
２
人

公
明
２
人

無会派

議案、請願の件名 議決結果 清
野
金
崎

２
年
度
予
算

一般会計予算 原案可決 ○ ○ × ○ × ×

国民健康保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ × ○ × ×

後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○

介護保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸別合併処理浄化槽事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

公設地方卸売市場特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

駐車場事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

下水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事
案
件

教育委員会委員の任命（山中直子氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

公平委員会委員の選任（湯本則子氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任（鈴木雄二氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任（関根進氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任（五十嵐正敏氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任（戸井田修氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦（髙野豊子氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦（佐々木奉昭氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

新たな過疎対策法の制定に関する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と
対策を求める意見書

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制
度の創設を求める意見書

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

消費税率５％への引き下げを求める意見書 否決 × × ○ × × ○

後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求め
る意見書

否決 × ○ ○ × ○ ○

非正規滞在者の収容に期間の上限を設けるとと
もに、人権条約に適合する方法で出国が困難な外
国人の問題の解消を図ること等を求める意見書

否決 × ○ ○ × ○ ○

議員政治倫理条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

清流：清流クラブ　　サン：サンライズ秩父　　共産：日本共産党秩父市議団
公明：公明党　　無会派：会派に属さない議員　※議長は人数に含まれていない。
共産は１人欠席。

○：賛成　×：反対　○ /○：賛成人数／会派人数

３月定例会で審議した議案の結果

特 別 委 員 会 の 報 告


